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羽、蟻塚、生き物たちはいろいろな技術を持っています。その技術をさらに使えば、戦前の暮ら

しから学び、自然から学び、描いたライフスタイルを実現できるだろうと思っています。 

 ただ、一足飛びにはいきません。現在の暮らしがここ（右下）にあるとしたら、将来の環境制

約を踏まえてバックキャストによりライフスタイルをデザインします。すぐそこには至りません

ので、そこへステップアップしていくためのライフスタイルを考えます。 

 まず第一歩目のライフスタイルを実現するために必要な技術は何ですか。自然から技術を学び

ませんか。そしてリ・デザインして実現できる方法はどのようなものでしょうか。 

 こういう検討をして、スパイラルを上にあがっていく。すると、最終的には最初に描いたライ

フスタイルを実現できるだろうと。 

 この図は今までのプロセスを説明した図ですけど、ここで私が言いたいのはライフスタイル変

革のイノベーションには結構ステップが必要だということです。今すぐ、あしたできることでは

ない。 

 特に今、私は企業と共同研究をしてこのライフスタイルのステップアップをどう考えていくか

という研究をやっていますが、ものすごく難しいです。けれど、そこまでしていかないと、将来

の心豊かな暮らしにはたどり着けないだろうと思います。 

 

■ ライフスタイルデザインの事例紹介 

この 10 年間、私はこのような方法論を考えてきたわけですけれど、いくつか事例をご紹介し

たいと思います。ライフスタイルというのはとらえにくいですが、事例を見ていただくとイメー

ジがつかめると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－27 

〈図－27〉 まず、ずっと考えてきて、やはり大事なことだと私が思ったのは、ライフスタイル

は人から押し付けられたくないですよね。「あなた、このライフスタイルにしなさい」と言われた

ら絶対嫌ですよね。ライフスタイルは自分が考えるものなんです。だから押し付けてはいけない。

それを第一前提としないと失敗するだろうと思っています。 
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 二つ目、最適なライフスタイルはその自然環境に依存します。したがって日本全体の心豊かな

ライフスタイルなどは存在しないわけです。伊勢志摩のライフスタイルと、宮城の沿岸部のライ

フスタイルと、仙台市内のライフスタイルは違うということです。したがってライフスタイル変

革の重要な鍵を握るのは自治体です。もしくは自治体よりもう少し小さいレベルの地区が、重要

な役割を果たさないといけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－28 

〈図－28〉 だから私は、このライフスタイル変革を促そうと思って、まず自治体にいろいろ

声をかけました。今、進んでいるのは兵庫県の豊岡市、岩手県の北上市、秋田県秋田市、それか

ら沖永良部島です。後ほどご紹介します。 

 深くその地方に入って行くとよく分かるのですが、そもそもというか、今の地方はまだ都会を、

便利な地方を目指しています。もちろん市長のレベルは違うと思いますけど、住民は「やはりも

っと便利なコンビニが欲しいですよ」と言うわけです。でもものすごく豊かな自然があふれてい

て、豊岡市にいたってはコウノトリが飛んでいる。そういう中でも地方ではいまだに都会を目指

してしまっている。 

 逆に都会、都市では何を目指しているのか。私みたいに「ときどき自然を楽しみたい」という

人がいます。地方から都会に移住してきて来て、何代かになっていると思いますが、都会人は都

会の活気があって仕事がある暮らしを望むけど、ときどき懐かしい自然のある田舎に帰りたいと

なるわけですね。 

 このような現在の地方の価値観と、都市の価値観、これらは両方とも先ほどからずっと議論し

ている「持続可能な暮らし方」に必要な価値観ではないのです。われわれはその間にあるもう一

つの別の価値観（B）を両方が追いかけないといけない。地方の A も、都会の C も、この B とい

う持続可能な価値観を目指していかないといけないだろうと思っています。 

 したがって、まず B とは何かを議論しないといけない。これこそ私の考えているライフスタイ

ルデザインという手法で、われわれ今住んでいる人たちが将来の環境制約の中で、どういう心豊

かな生活を望むのかが B なわけです。したがって、地方の A という価値観を B に変えないとい

けないし、都市の C という価値観を B に変えないといけない。これはまた大変なわけです。 
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図－29 

〈図－29〉 2013 年に兵庫県の豊岡市でライフスタイルデザインプロジェクトを始めました。

先ほどご説明しましたように、まず自治体が主導で動かないとこのプロジェクトは失敗するでし

ょう。したがって、私は手法を提供するだけで、彼らが 2030 年のライフスタイルを描いていく。

こういうプロジェクトです。 

 まず 1 年目はトレーニングです。まず考えることになかなか慣れていない。便利なものを提供

されて、自ら豊かさを生み出すというスキルが劣化している。ほぼ全員がそうですが、みんなで

一緒に 1 年かけてトレーニングしました。豊岡市の職員 7、8 名が集まって、集中的にライフス

タイルデザインをやったわけです。 

 私は結構厳しくて「1 人、30 個描いてください」と。7、8 人いますので 300 個ぐらい集まり、

そのうち良いのを選りすぐって最終的に 70 個描きました。ものすごく良いライフスタイルが描

けました。 

 2 年目は、その中から 3 つを選びました。 

 一つは資源循環をテーマにした心豊かなライフスタイル。二つ目は食を使って集うライフスタ

イル。三つ目は物作りのライフスタイルです。 

 それぞれ視点が違いますので、別地域、地区を選んで、具体的に検討していくというのが 2 年

目でした。 

 そして今年 3 年目に入っています。お金が必要ですねとか、まずその地区の人たちの意見を集

約しないといけないですねとか、ものすごくゆっくり進んでいますけど、でも第一歩を踏み出し

ていると思います。このようにして、豊岡市のライフスタイルデザインプロジェクトを進めてい

ます。 
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図－30 

〈図－30〉 最終ゴールは、こんなイメージです。最初 2 年間でライフスタイルデザインプロジ

ェクトとして、バックキャストや 90 歳ヒアリングという手法を導入します。自治体はそれを使

いながら、自分たちの未来の暮らしを描いていくわけです。次の 2 年間で心豊かな暮らしが湧き

出る泉を構築したいと思っています。今はまだ 3 年目にいますけど、われわれが離れてもその手

法を使って豊岡市から常に新しい心豊かなライフスタイルが湧き出てくる基盤を作ろうとしてい

ます。そしてそのあとは、そこで出てきた新しい価値観、先ほどの B という持続可能な暮らし方

に必要な価値観が芽生えてきて、最終的には、市長のキーワードである「いのちの共感」を目指

しているということです。 

 まだ実験ですけど、ものすごく力を入れてやっています。現場の人も、将来人口が減少し、税

収も減少します。これでどうやっていくのか、コウノトリだけで本当に大丈夫なのか、真剣に考

えています。彼らは動き始めています。私はそれを後押ししながら、自らライフスタイルを変え

ていく自治体を作ろうとしています。 
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図－31 

〈図－31〉 二つ目は秋田市の事例を紹介したいと思います。 

 秋田市は 5 年前からスマートシティプロジェクトをやっていまして、私はその委員として参加

していました。そのプロジェクトはエネルギー管理システムを導入して、エネルギーの無駄の削

減を目指し、それはある程度達成しました。 

 その委員に入っていた私は、「ライフスタイル」という言葉を強く言い続けました。そうしたら

5 年たってそれが実りました。よし、次の 5 年はライフスタイルをテーマにしよう、まず塾を作

ろうと。僭越ながら私が塾長をやり、職員の研修制度を使いながら、ライフスタイルをデザイン

していく。そこで出てきたライフスタイルを実現するために環境部も協力して、ほかにも関係す

る部署、部門が参加しながら実現に向けて動いていく。そんな動きになっています。 

 秋田市の人は真剣に考えています。高齢化の先頭を走っていますから真剣です。エネルギー管

理だけではたぶん将来はないだろうと。われわれ自ら秋田市の暮らし方を考えなければいけない。

そのようにして彼らは動き始めています。 



 28

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－32 

〈図－32〉 次の事例は企業です。伊賀焼、長谷優磁さんは伊賀焼の 7 代目の方で、写真でお見

せしているような物を作っています。 

 私、最近お会いして驚きました。長谷さんはこういう器を焼いているわけですけれど、最初の

思いは、「最近、食卓が壊れている」。一緒に座って食べることがない。一緒に食べているのに、

お酒を飲んでいるのに、席を立ちあがってキッチンへ行ってしまう。これはなんだ。食卓をもう

一度復活させたい。食卓のスタイルを再構築したい。これが出発点にあります。 

 これは私が今日お話したライフスタイルデザインですよね。戦前の暮らしではないかもしれま

せんけど、いいと思っていたものが今崩れ去ろうとしている。それを再構築したいというのが出

発点です。 

 では、食卓再構築のために何をしたらいいか。伊賀焼ですから、鍋を使って何とかしたい。右の

写真は「ふっくらさん」という商品ですが、いろいろな機能を持っています。驚いたのは、氷を

中に入れるといいらしいのですが、ふたに水をかけて、伏せておくと、夏でも気化熱ですごく冷

えたまま維持できる。そうするとお刺身を食べるのにいちいち冷蔵庫まで取りに行って、席を立

つ必要はない。中央の徳利も面白い。こういうもの全てに、食卓に一度座って食べ始めたら、

食卓を乱さないようにいろいろな素晴らしい細工がされているわけです。これは今売れているそ

うです。 

 長谷さんのモットーは驚きです。 

 「まっとうな食卓を支え、実現するためにはどんな道具が必要か…。ひたすら考え、伊賀焼窯

元の立場から知恵をしぼり、“こんなものがあったらいいなあ…”というものを創る、それが私の

仕事。だから『伊賀の典座
て ん ぞ

たれ』を私のモットーにしています。 長谷優磁」もともとこういう

ことをモットーとされていました。 

 私はつい去年、長谷さんにお会いして、このモットーに出会いました。最初に、「まっとうな食

卓を支え」とは、ライフスタイルデザイン。そして、「どんな道具が必要か…。ひたすら考え」と

は技術抽出。先ほど青いお椀のような図（図-26）をご紹介しましたけど、そのプロセスを経てい
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ます。そして、「伊賀焼窯元の立場から知恵をしぼり」、これは自然の技術を使っているわけです

ね。伊賀焼の土は古琵琶湖の湖底の土を使っているので、ものすごく多孔質になります。その機

能を使っているわけです。そして、「こんなものがあったらいいなあ…」というものを創る、これ

がリ・デザイン。リ・デザインをすることで、今の人たちでも受け入れられる鍋を作っていく。 

 まさにこれが、ライフスタイルデザインをして、戦前の暮らしから学んで、商品開発をしてい

る例の一つだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－33 

〈図－33〉 それ以外に、実はなかなか事例がなくて、今、私のほうでも探しているのですが、

宮城県の岩沼市の「Dao Tao」というレストランの事例です。 

 私もここで食事をしましたが、驚いたことに、この小さなおちょこ、これが金継ぎというか、

割れたものを修復して、レストランに置いてあります。大皿が壊れたので継ぐというのはわかる

のですが、数百円で買えるようなものを、こんなに丁寧に金継ぎをする。こういうものがあるだ

けで、レストランの空間がものすごく引き締まるわけです。本当にものを大事にしているなと。

私の中ではそのレストランで食事をするのは、ものすごく心豊かだなと思いました。 
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図－34 

〈図－34〉 そして、最後の事例としてパークレットをご紹介したいと思います。自然資源をシ

ェアする集いの場を作ろうという試みです。これは私が考えてやっていることです。 

 90 歳ヒアリングをやって、私の心に一番グサッと刺さったのが、自然資源をシェアする暮らし

です。燃料を共有する。今はないですよね。燃料は電気とか別のものですから、当然、木をシェ

アするなんてあるわけないです。ただ、多くの 90 歳の方が、外の集いの場がないのが寂しいと

言っている。何とかして外の集いの場を復活させて、壊れゆくコミュニティをもう一度再構築で

きないか。何とか自然資源をシェアする場を作って、そこに人が集うようにできないか。そうい

う実証試験をしています。 

 将来の資源ってなんだろうと考え、太陽光パネルで発電したエネルギーを蓄電池にためてシェ

アすることを考えました。そしてこれをパソコンとか携帯の充電に地域の人が自由に使えるよう

にする場をつくれば、別の目的で立ち寄ったときについでに充電できる。昔の井戸端のような、

現代版井戸端を考えたわけです。 

 今、こういう格好になっています。東北大学のエコラボ、環境科学研究科の向かい側に怪しい

黒い棒が立っていますけども、ここへ座って充電できます。でも、これは周囲に人はいません。

今の制約の中では、誰もここに行かないわけです。当たり前ですよね。電気なんてコンセントに

させば、あっという間に充電できます。今の制約の中ではここに行く必然性がまずない。私は大

学教員なので、学生に「そこへ行って毎日充電しないと単位あげないよ」と言うと、全員が行く

わけです。それは極端な話ですけど。 

 いずれにせよ、今はまだ実験段階です。どういう制約をつければ人はそこへ集うのか。制約だ

けでは駄目ですね。ここへ来ると、こんな新しい価値観が体験できるんだというものを設計でき

なければ、永遠にここには人は集まらないと思います。 

 私はこれを都会でやろうと思っているのではなくて、宮城とか、地方のコミュニティが壊れて

いるところで、このような集いの場ができればと思っています。都会で実現するためには、また

別のニーズがあって、別のパークレットを設計しないといけないと思います。 
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 少なくとも今ものすごく緊急の課題として、地方のコミュニティの復活、再構築、そんなもの

を目指しています。まだ第一歩を踏み出したばかりです。ぜひ、仙台にいらしたときは、寄って

いただければご案内いたします。季節によっては、ここで何か食べ物を育てようと考えています。 

 

■ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－35 

〈図－35〉 今日、私は、今なぜライフスタイルを考えないといけないのかということをお話し

ました。戦前の暮らしを調査した結果、いろんなことがわかりましたが、われわれが戦前の暮ら

しに帰るという話ではありません。新しい手法を導入して、将来、未来の環境制約のもとでも心

豊かに暮らせる。そんな暮らしをデザインしていかないといけないだろうと思います。 

 そのためには、鍵を握るのはおそらく自治体であると考えます。だけど自治体だけではできま

せん。おそらくライフスタイルを見直さないとね、といったような意識の改革をいろいろとしな

いといけないでしょう。実際、ライフスタイルは普通の生活者がかかわることですから、生活者

が「今の無駄な暮らし、ちょっと問題だね」と思わないといけません。 

 そして私は難問だと思っていますが、「制約を豊かさに変える」テクノロジー。これは、おそら

く大企業の知恵を使って突破していかないといけないだろうと思います。技術だけでは足りませ

ん。やはりビジネスとしてお金が回って、普及させる方法を考えないといけない。 

 利便性を追求する商品はもう坂を下るだけです。今、考えなければいけないのは、心豊かなラ

イフスタイルを提供する、「ちょっと不便だけど、こんなに豊かだね」と坂を上っていく商品やサ

ービスを提供することだと思います。 

 そして、最後ですけど、私は日本だけではなく、ドイツで今、この手法を導入して街づくりを

しようとしています。手法論の提供であれば、世界展開できると思っています。日本古来の価値

観は理解できなくても、彼ら自身の制約の中で、心豊かに暮らす方法を考えれば、彼らは豊かに

なれます。こういう方法論の展開を考えています。 
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 短い時間でしたけれども、皆さまに私のやりたかったこと、ライフスタイル変革のイノベーシ

ョンについて、少しでもご理解いただけたらなと思います。 

 以上で話を終わります。どうもご清聴ありがとうございました。 

 

 

【質疑応答】 

参加者： 貴重なお話をありがとうございます。先生のご講義を聞いていると、例えばスマート

シティなどの環境に配慮したテクノロジーがどんどん開発されることによって、社会

と自然が共存できるということが 1 点と、あとそれに加えて豊かさという部分でそこ

に暮らす人々も豊かな生活ができる。その両立ができる社会というのが理想だという

印象を持ったのですが、この豊かさについて 1 点ご質問があります。 

 戦前を生きた 90 歳の方にいろいろヒアリングをして豊かさを調査している資料を見

て思ったのですが、例えばテクノロジーがどんどん進化していく中で、豊かさ自体も、

概念も進化していくんじゃないかと私は思っています。 

 例えば、このコミュニティがある豊かさというのは、おそらく不便な生活だからこそ

助け合うことが日常化してつくられるコミュニティだと思うのですが、50 年後にはお

そらくロボットが人間のパートナーとして人々の生活を支えるようになるんじゃない

かと思います。そうすると今の SNS のように同じ場所を共有しなくてもいいような、

ネット上で架空の空間でやりとりができる豊かさもできてきていいんじゃないかと思

うのですが、そういった豊かさの変遷みたいなものを、先生はどのようにお考えですか。 

古川： その 2050 年の豊かさを考えるときは、2050 年の環境制約、もしくはその暮らしの周

囲の自然環境、それを抜きには考えられないと思っています。つまりその周りの環境

が違うと豊かなものが豊かでなくなったりするわけです。 

 例えば戦前は蛍がきれいでした。蛍がいっぱいいました。それを捕って、ねぎの中に

入れて持ち帰るわけです。それを蚊帳の上に置いて、夜、ねぎの中で蛍がピカピカ光

るのを見て、豊かに思う。これを豊かだと思うのは、たぶん、ここの会場の方のどの

ぐらいですか。半分ぐらいかな。半分くらいは、「いやあ」と思う。 

 どういうことかというと、戦前、昔は灯りがものすごく暗かった。夜なんか何もする

ことがない。寝るだけです。そんな時代だからこそ、蛍の淡い光が豊かさを生み出し

ている。今の世界で想像してしまうと、蛍を捕ってきました。夜中に置いて眺めまし

た。「いやあ、豊かかなあ」と思う。 

 このように豊かさというのは、まわりの自然環境とか、制約にものすごく依存するわ

けですね。それを考えると、2050 年、まずどういう状況になっているかをイメージし、

理解しないと、それが豊かかどうかわからないと思います。 

 そしてロボットが何かをしてくれる。「何をしてくれるのか」が、実は大事なんです。

「その状況の中でこれをしてくれるから豊かです」というのであれば、そのロボット

はわれわれ人間に対して豊かさを生み出します。 
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 そういうものだと私は思っていますので、一概に SNS が普及したから共有する集う場

なんか必要ないです、バーチャルにやればいいですよというのは、もしかしたら今の

価値観の考え方かもしれません。しかし、将来の環境制約の中ではどうなのかを考え

ないと、間違った方向に進んで行ってしまうだろうなと思います。 

参加者： 最後の方のスライドの、秋田県のスマートシティに取り入れた豊かさなどもあります

が、豊かさを調べるのに 90 歳の方のヒアリングで十分かどうかをおうかがいしたいで

す。もし他に統計を取らなければいけない選択肢があれば、ぜひそこもお聞きしたい

と思うのですが。 

古川：  私は戦前の暮らしを大々的に網羅的に調査をするだけでは十分だとは思っていません。

ただ、そこには今の現在の暮らしの中に存在する豊かさよりもはるかに多くの豊かさ

があると思っていまして、むしろ今の暮らし、現在の暮らしを調査するよりも、よほ

ど多くの豊かさと制約の関係が見つけ出せるだろうと考えます。 

 ただ、それで十分とは思っていません。われわれは新しい価値を生み出していきたい

わけですよね。過去の価値は、過去の制約の中で彼らが考えたことであって、われわ

れの未来は、われわれが抱える制約の中で考えるべきことです。そういう意味で全然

十分と思っていませんし、それを生み出す手法としてバックキャストによるライフス

タイルデザインを考えたのですが、それでも十分かどうか。そういう答えです。 

参加者： わかりました。ありがとうございます。 

 

参加者： 非常に面白い、興味深いお話をありがとうございました。僕も茶道とか、座禅とかを

やって、全体的にシンプルでバランスがとれたものって非常に大事だなあと思ってい

ます。昔から受け継がれてきて残っているものに立ち返っていくことは大切で、90 歳

ヒアリングは非常に素晴らしい試みだと思いながら聞きました。 

 これから技術とか、いろんなものも含めて、多様性の社会になっていくと思われます。

一方で、先生がおっしゃったようにバックキャストを前提として、もちろん資源とか

エネルギーとか、いろんな制限が加わってくるとは思うんですが、その制限を突破す

るようなイノベーションも同時に起こるかもしれませんし、かなり不確定因子が強く

あると思います。その中で受け継いできたものの芯を通していくことも、もちろん重

要です。 

 その多様性の発散と、個と社会が今離れていきつつあるような状態をどういうふうに

まとめあげるのか。どういうふうにディスカッションしていけばいいのか。 

 例えば都会の人の考えと、山形県とか秋田県の人の考えは全然違うと思います。時間

の流れ方も違いますし、自然とのかかわり方も全然違います。そこの中で、どういう

ふうに多様性を維持しながら、作り上げていくのか。バックキャストの設定の仕方と

いうか、そういう観点からお聞きしたいです。 

古川： 今、私が最適かなと考えているのは、自治体ごとに心豊かな暮らしを描いてもらうこ

とです。おっしゃるとおり、山形にとっての心の豊かな暮らしと、東京に住んでいる

人にとっての心の豊かな暮らしは違うわけです。 
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 今おっしゃった価値観の多様化が将来どうなっていくかは、実は私はあまり関心がな

くて、価値観をどう作っていくべきかを考えているわけです。 

 少なくとも都会の人が山形の住民に対して、「こういう暮らしをしたらいいよ」という

のではないと思います。山形に住んでいる人が「これ、やりたいね」とライフスタイ

ルを描けなかったとしても、他の人たちは少しサポートはしても、彼らが決めたこと、

これが豊かですと思ったことを、どう実現していくかを考える。それを各自治体で動

き始める。最終的にはそれが価値の多様化につながっていく。こういうものをイメー

ジしています。 

参加者： その上で全体最適化も同時に達成するということですか。 

古川： その上で、おそらく共通項が出てくるわけです。山形と宮城は多少似ているところも

ありますけれど。東北地方は似ているところがありますね。もし共通項があれば、そ

の中で共通して技術開発をするべきものもあるかもしれないというイメージです。だ

から割とボトムアップでしか、この解は得られないだろうと今は考えています。 

参加者： ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ このレポートは平成 27 年 6 月 29 日コートヤード・マリオット銀座東武ホテルにおいて行われた、

第 134 回本田財団懇談会の講演の要旨をまとめたものです。本田財団のホームページにも掲載され

ております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得て下さい。 
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